
財務コンサルメソッド講座

１．株式会社ＲＲＲ　概況表

金融機関名 【H28/12期】 シェア 【H29/12期】 シェア 【H30/12期】 シェア 保全額 摘要

A銀行 127,996 78.5% 143,190 57.6% 124,354 54.7% 107,016

B銀行 2,583 1.6% 78,523 31.6% 81,332 35.8% 81,557

年商 C銀行　 31,497 19.3% 26,637 10.7% 21,777 9.6% 14,633

年齢 日本政策金融公庫 975 0.6% 75 0.0% 0 0.0%

従業員数 83名
(うちﾊﾟｰﾄ人員数) (66名)

関係 役職

本人 代表取締役

妻 取締役

弟 取締役

取締役 取締役

合計 163,051 100.0% 248,425 100.0% 227,463 100.0% 203,206

　主要項目コメント及び問題点 　⑤　現状と対策

資産の部 決算 修正 実質 負債の部

現預金 15,819 15,819 支払債務

売上債権 822 822 短期借入金

棚卸資産 2,588 2,588

その他 17,577 17,577 その他

流動資産計 36,806 0 36,806 流動負債計

土地 89,580 ▲ 25,782 63,798 長期借入金

建物（附属含む） 82,162 82,162 資本性借入金

その他 11,551 11,551 役員借入金

有形固定資産 183,293 ▲ 25,782 157,511 その他

無形固定資産 0 0 固定負債計

投資有価証券 392 392 負債合計

差入保証金 22,509 22,509 資本の部

保険積立金 6,501 6,501 資本金

投資等 29,402 0 29,402 利益剰余金

固定資産計 212,695 ▲ 25,782 186,913 その他

繰延資産 2,175 222,815 自己資本

資産合計 251,676 ▲ 25,782 225,894 負債・資本合計

　⑥　経営改善計画策定方針

【H28/12期】 【H29/12期】 【H30/12期】

354,866 444,670 395,060

▲ 16,075 ▲ 26,271 4,140

607 ▲ 33,932 8,987

364 ▲ 38,332 4,224

11,769 14,555 11,522

15,854 ▲ 22,477 ▲ 18,254

▲ 21,290 0 ▲ 25,782 19 百万円

▲ 5,436 ▲ 22,477 ▲ 44,036 - 年

163,051 248,425 227,463 11 年

①
　
対
象
先
・
概
要

対象先 株式会社ＲＲＲ 支 店 名 A銀行　Y支店 債務者区分

④
　
金
融
機
関
取
引
状
況

連絡先 000-000-0000 住所 ○○区○○1-1

業種 飲食業 設立年月日 平成●年１月１０日 395 百万円

(事業内容） 居酒屋 代表者 鈴木　太郎 43 歳

資本金　 3百万円 主要金融機関 ① A銀行 ② B銀行 ③ C銀行　 ④ 日本政策金融公庫 ⑤ 　 　

事業内容・沿革

株
主
構
成

名前 株数

役
員
構
成

名前

鈴木　太郎 40 鈴木　太郎

鈴木　花子 12 鈴木　花子

鈴木　二郎 6 鈴木　二郎

田中　五郎 2 田中　五郎

②
　
財
務
内
容
及
び
問
題
点

単位：千円

決算 修正 実質 【資産査定などで把握した修正項目】

0

0 0

179,790 0 179,790

▲ 25,782 ▲ 44,036

0 0

15,827 15,827

【現状】

17,341 17,341 財務面においては、平成29年12月期の大幅赤字転落を受け、メインバンクであるA銀行主導による経営改善計画策定を経て、
各種改善策を実行。その成果もあり、翌H30年12月期においては黒字復活するも返済に見合うCFの確保には至っていない。Ｈ
32年度より年間返済額を超えるCFを確保できる見込み。63,500 63,500

計 60

平成●年　代表者鈴木氏が○○株式会社を退職後、◆◆町にて居酒屋ＲＲＲ◆◆店を開店
平成●年　ＲＲＲ▲▲店開店
平成●年　法人成り
平成●年　ＲＲＲ★★店開店
平成●年　ＲＲＲ●●店開店
平成●年　ＲＲＲ■■店開店
平成●年　ＲＲＲ★★店をＦＣ加盟オーナＸへ譲渡
平成●年～●年にかけて、ダイニングＹＹＹを○○エリアに3店舗、◎◎エリアに1店舗を展開。現在
居酒屋ＲＲＲ直営4店舗、ダイニングＹＹＹＹ4店舗を展開。
その他、ＲＲＲブランドにてFC店を14店舗展開。

【財務上の問題点】 【対策】

・FC店への貸付金592千円（H30年12月期
現在）：毎月86千円ずつ回収。H30年7月
完了予定、不良資産とはしない。

・未収入金：RRR★★店　営業譲渡金
千円（H30年12月期現在）。毎月200千円
ずつ回収、不良資産とはしない。

・土地：H30年度固定資産評価額にて評価
修正。25,782千円含み損あり

9,299 9,299

90,140 0 90,140

163,963 163,963

≪居酒屋ＲＲＲ≫
現在直営4店舗とFC14店舗を2店舗展開。消費者に対するブランドの浸透効果がある一方で、いわゆる店舗同士での食い合い
が発生し、店舗ごとの売上伸び悩みにつながっている懸念あり。
直営店4店のうち、2店舗が赤字推移。●●店はH31年度中に撤退の方向。これにより赤字による資金流出を止める。これに伴
い近隣のFC店である☆☆店の売上が上がってくるものと思われる。

≪ダイニングＹＹＹ≫
現在直営店4店舗を展開。同業態の競合店が少ない状況で運営ができている反面、二次会での利用が多く、客単価が上がらな
い。開店４～５年目となり、開店当初の勢いが陰っている店舗が多く、一次会利用の増加策等テコ入れが必要。

③
　
業
績
推
移
等

（単位：千円） 【H31/12期】（見込） 【分析結果】

売上高 385,011 H29年12月期に大幅な赤字をだし、債務超過に陥ったが、平成30年12月期におい
ては、減収となったものの当期純利益4,224千円を確保している。

営業利益 4,224

経常利益 9,208

当期利益 ▲ 363

減価償却 9,407

借入金 209,740 債務償還年数

・既存店の立て直し。特にFL比率の改善策実施
・ＲＲＲ●●店、H31年度中に撤退（5ヶ月前解約申し入れにより2月契約解除、7月閉店）
・□□駅前に新店出店（H31年7月下旬オープン）
・本部事務所の移転（H32年1月頃予定）
●●店の撤退と本部移転によるコスト削減から新店に掛かる経費をカバーし、全体的な利益増を図る。

・収益物件売却（H32年末までに実施を検討）
売却の実行については、売却金額により判断。
繰越欠損金があることから直近では、所得税は勘案せずに【家賃収入－（固定資産税＋利息＋元金返済）】で年間
30万円ほどCFがプラスのため、売却額が残債を超えない場合は、無理して売却を急がない方針。但し、Ｈ33年度
以降、税金が発生すると、ＣＦがマイナスとなる可能性が高い。
※売却の実現性は、不透明のため計画上は所有し続ける状態の内容とする。

▲ 18,617

修正 ▲ 25,782 収益弁済原資

実質自己資本 ▲ 44,399 債務超過解消年数

決算上自己資本

H31年12月期計画においては、不採算店舗であるRRR●●店の閉鎖に伴う、売上
減、新店の出店に伴う初期投資等により、減収減益の見込み。経常利益は9,208
千円と前年を上回る黒字であるが、撤退に関わる費用等を特別損失に計上するこ
とにより当期純利益は363千円の赤字となる見込み。
赤字店の撤退、新規出店の効果はH32年度より現れる見込みであり、H33年期に
簿価債務超過を解消、H34年期に実質債務超過を解消見込み。

225,894

≪組織・店舗≫
多店舗展開をしているが、本部による店舗管理が不十分であり、スーパーバイザー（SV）がＲＲＲ●●店店長と兼務という状況
にあったが、●●店の撤退に伴い、SVとしての仕事に集中できることになる。これまで対応が不十分であったFC店への支援も
強化し、ＲＲＲ全体の底上げ及び、ＹＹＹのテコ入れを実行する。
さらに、社長自ら店舗を回る機会を増やし、現場とのコミュニケーションを強化し、現場と問題点及び課題を共有し、タイムリーな
対応が行える体制づくりを目指す。
店長会議の運営方法の改善により、店舗間での情報共有、人材交流を高め、良い部分を他店に活かせる環境作りを行う。

・平成29年12月期の大幅赤字により計上
した債務超過の解消が課題。H28年期に
簿価債務超過を解消、H33年期に実質債
務超過を解消見込み。

・繰越欠損金を使い切った後に、所得税が
発生することで、CFが悪化。返済額を上
回るCFを確保することが難しい時期が発
生する可能性あり。(H35年期)

・便宜上、流動負債、「1年以内長期借入」
を固定負債「長期借入金」に振替計上。

269,930 0 269,930

3,000 3,000

▲ 47,036

≪財務面≫
赤字店である●●店の撤退により、赤字による資金流出を止め、人員を他店舗に振り分けることで、現在の人材不足の課題も
解決させていく。
本部人員に対して広すぎる本部事務所を移転することで、固定費（家賃）の削減を行う。（年間744千円程度見込む。）事務所が
小さくなることで、空調に掛かる電気代が削減できる見込み。本部に使用していた装飾品を新店に使用することで、新店に掛か
るコストを削減する。

▲ 21,254 ▲ 25,782

0 0

▲ 18,254

251,676 ▲ 25,782
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